
新
教
育

4
）
を

関
す

る
調
査

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

刈
　
　
　
　
州
〃

夫

怒
調
費

⑳
圏

　
致
育
の
機
構
は
碓
会
晴
勢
の
墓
盤
の
上
に
立
ち
、
致
育
の
形
態
は
政
治
的
肚
会
的

変
動
と
共
に
変
化
す
る
の
で
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
致
育
は
与
え
ら
れ
た
改
革
で
あ
つ

て
は
な
ち
な
い
。
今
日
の
所
謂
薪
致
育
な
る
も
の
に
於
て
も
我
々
は
現
実
に
立
脚

し
竜
実
態
を
直
頑
し
つ
㌧
も
、
望
ま
し
き
致
育
内
容
の
樹
立
に
向
つ
て
不
断
の
努
力

を
は
ら
わ
ね
ば
な
ら
な
い
◎

　
勿
論
我
序
は
致
育
の
効
果
な
る
も
の
が
早
急
に
現
れ
る
こ
と
を
決
し
て
期
待
す
る

も
の
で
は
な
い
が
、
常
に
反
省
批
判
を
港
こ
た
ら
な
い
と
言
う
意
味
に
於
て
　
新
致

育
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
明
目
の
致
育
の
あ
ψ
方
へ
の
擦
所
を
求
め
ん
と
し
た
。

そ
の
為
に
先
す
薪
致
育
に
た
す
さ
わ
る
人
序
が
、
い
か
に
政
革
を
理
解
し
、
い
か
に

革
薪
を
意
欲
し
て
い
る
か
を
知
る
こ
と
か
ら
出
発
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
島
根
果

下
中
学
校
致
官
を
対
象
に
新
致
育
に
関
す
る
調
査
を
開
始
し
た
。
こ
ふ
に
発
表
す
る

の
は
、
そ
の
一
部
で
あ
る
新
致
育
実
施
上
の
障
碍
と
新
致
育
の
効
果
と
に
関
す
る
も

の
で
あ
る
。

．
二
池
調
査
の
繭
”
容
及
ぴ
手
繕
一

　
被
調
査
者
は
昭
和
二
十
五
年
五
月
一
目
現
在
の
島
根
果
致
職
員
録
に
準
擦
し
、
果

下
五
支
局
管
内
全
申
学
校
二
一
七
校
致
官
二
三
七
四
名
を
対
象
と
し
た
。
時
期
は
予

備
調
査
を
浜
田
市
立
第
三
中
学
校
に
於
て
昭
和
二
十
五
年
十
一
月
二
十
四
日
実
施

し
、
本
格
的
の
用
紙
配
布
は
十
一
月
二
十
九
日
よ
り
開
始
し
た
。
而
し
て
回
答
紙
の

圓
牧
ば
十
二
月
下
句
よ
り
昭
和
二
十
六
年
一
月
上
旬
に
か
け
て
行
わ
れ
た
。
な
お
質

間
紙
の
配
布
及
ぴ
回
牧
は
致
育
庁
各
支
局
を
通
じ
て
行
つ
た
。

　
調
査
の
質
間
内
容
は
、
銑
述
の
如
く
薪
致
育
に
関
す
る
講
間
を
以
つ
て
構
蔵
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
ふ
に
報
告
せ
ん
と
す
る
の
は
そ
の
一
部
で
あ
つ
て
、

　
ω
、
新
致
育
の
実
施
に
於
て
、
あ
な
た
は
如
何
な
る
問
題
に
な
や
ん
で
お
ら
れ
ま

　
　
す
か
。
　
－

　
②
、
薪
致
育
の
効
果
は
い
か
な
る
方
面
に
現
れ
淀
と
思
わ
れ
ま
す
か
。

の
二
間
で
あ
る
。
我
々
は
こ
れ
に
よ
つ
て
、
現
在
の
中
学
校
致
官
は
教
育
実
施
上
如

何
な
る
点
に
障
碍
を
感
じ
て
い
る
か
、
叉
新
致
育
の
実
施
に
と
も
な
つ
て
如
何
な
る

点
に
効
果
を
見
串
し
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
。

　
な
お
、
質
問
紙
は
各
致
官
宛
記
名
配
布
し
、
回
答
紙
は
無
記
名
で
、
た
だ
男
女

別
、
満
何
才
台
、
出
身
学
校
種
別
の
み
を
記
入
し
て
も
ら
つ
た
が
、
特
別
の
方
法
で

被
調
査
者
に
氣
付
か
れ
な
い
よ
う
に
し
て
、
校
長
、
一
般
致
官
の
別
、
所
属
支
局
別

な
ど
が
判
明
す
る
様
仕
組
ん
だ
。

竃
㍗
繕
暴
履
破
そ
の
考
察

二
曽
毛
酒
枚
の
配
布
質
間
紙
の
う
ち
実
際
に
垣
牧
さ
れ
た
も
の
は
一
四
五
二
枚

野

sokyu

sokyu



（
回
牧
率
六
丁
二
％
）
（
松
江
麦
局
六
丁
七
％
、
出
雲
麦
局
六
∵
二
％
、
浜
囲
支

局
五
七
土
ハ
％
、
益
閏
支
局
五
六
⑧
四
％
、
西
瑠
支
局
八
ご
丁
六
％
）
で
あ
る
が
、
こ

の
う
ち
に
は
転
勤
、
入
院
、
長
期
欠
席
な
ど
の
理
由
つ
き
で
白
紙
無
記
入
の
ま
ふ
屠

つ
て
来
た
も
の
六
七
枚
を
含
ん
で
い
る
の
で
、
実
際
に
緒
果
の
整
理
と
し
て
使
用
し

た
も
の
は
ニ
ニ
八
五
枚
で
あ
る
。
こ
の
回
答
紙
の
狡
長
、
一
般
男
子
致
官
、
一
般
女

子
致
官
の
内
訳
は
弐
の
第
一
表
に
示
す
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
糠
－
紺
　
　
回
鳶
　
忍
　
灘

理

園鮎蒲匡蹟醤1田1田蝸芦
料
・
軸
・
淋

N
ω
定

一心蜆べ～MCOOO，OCO＼rNO～

瑠
踊
卦
雷
灘
溝

ミ
蜆
N

一一～紅紅O◎、　、◎σ一ωN心トO，0勺

圓
蒋
灘

ミ 　　N　～C0σユO、紅　紅

諮
瓜
＞
繁
灘
溝

δ
c
◎
㎝

　一～心仏、oσ工coωo9べ◎、mco

癖
鱒
速
蝉
灘

一
Q
一

一　一NωωO，OΦσ一り

薄
痢

　1一一　ω～、O，O一、0－Nωω～

｝
1
蝉
溝
鴫
晦⑩

．
ざ
．
い
轟

一ω◎、α，吋α，◎、o，N～

’
哨
1
灘
贈
武
舛

ぴ欲d哨淘（串胃淋薄※

①
、
新
致
育
実
施
上
の
障
碍

　
新
致
育
実
施
上
の
障
碍
に
関
す
る
回
答
を
整
理
す
る
に
際
し
て
、
そ
の
圓
答
内
容

を
大
き
く
施
設
資
材
、
致
師
、
生
徒
、
そ
の
他
に
分
げ
竜
更
に
そ
れ
を
多
く
の
項
目

に
整
理
し
た
緒
果
が
第
工
表
に
示
す
も
の
で
あ
る
。
項
目
の
分
類
に
は
重
複
の
感
が

な
い
で
も
な
い
が
、
こ
れ
は
出
来
る
隈
り
同
答
内
容
を
鎮
重
す
る
立
場
を
と
つ
た
為

で
あ
る
。

　
先
す
内
容
別
に
こ
れ
を
見
る
と
、
致
師
自
身
に
関
す
る
も
の
が
全
回
答
者
数
の
四

二
⑧
八
％
を
し
め
て
最
も
多
い
（
こ
ふ
の
百
分
比
は
回
答
者
数
に
対
す
る
も
の
で
、

回
答
者
中
の
何
％
が
こ
の
事
を
回
答
内
容
に
含
ま
せ
た
か
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
以

下
％
は
全
て
同
じ
）
。
爽
い
で
生
徒
に
関
す
る
も
の
ふ
三
七
二
二
劣
、
施
一
譲
、
費
材

に
関
す
る
兆
の
土
三
二
・
○
％
、
其
の
他
の
一
八
怒
九
％
と
な
つ
て
い
る
。
か
く
の
如

ぐ
各
内
容
共
に
相
似
た
比
率
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
、
薪
致
育
実
施
上
の
障
碍
が
あ

る
部
分
に
集
中
す
る
の
で
な
し
に
、
あ
ら
ゆ
る
面
に
亘
つ
て
散
在
し
て
い
る
こ
と
を

物
語
つ
て
い
る
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
而
し
て
ζ
れ
ら
の
各
肉
容
を
第
二
表
に
掲
げ
た
様
な
項
目
に
分
類
整
理
し
た
わ
け

・
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
項
胃
に
於
て
主
要
な
も
の
を
考
察
し
て
脊
る
と
、
施
設
の
不

足
の
二
二
土
二
％
が
首
位
で
あ
つ
て
、
中
学
校
の
校
舎
或
い
は
謀
備
の
聞
題
が
依
然

と
し
て
解
決
さ
れ
て
い
な
い
事
を
知
り
得
る
。
爽
い
で
は
品
性
致
育
（
僕
）
の
低
下

の
一
五
⑧
九
劣
で
あ
つ
て
、
後
述
の
新
致
育
の
効
果
と
レ
て
生
徒
の
態
塵
が
自
律
的

積
極
的
と
な
つ
た
反
面
池
晶
性
σ
低
下
が
可
蔵
り
強
く
感
ぜ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
、
今
巨
遣
徳
致
育
の
簡
題
が
世
論
に
と
り
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
も
当
然
で
は
あ
る

が
、
遺
徳
致
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
我
共
は
慣
重
で
な
げ
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
過
去

に
於
て
実
施
し
て
来
た
撲
へ
の
復
帰
で
あ
る
な
ら
ば
竜
薪
致
育
の
ね
ら
い
は
失
わ
れ

て
し
ま
う
わ
げ
で
、
薪
し
い
膜
の
あ
り
方
に
は
発
達
心
理
学
的
翻
点
が
要
講
さ
れ
よ

う
。
こ
，
れ
ケ
に
玖
い
で
は
比
率
が
ぐ
つ
と
下
る
が
、
学
力
の
低
下
の
九
⑧
七
％
、
致

師
の
実
力
の
不
足
の
七
⑧
七
％
、
致
育
内
容
の
疑
惑
を
訴
え
る
も
の
六
⑱
六
％
な
ど
が

見
ら
れ
る
。
学
力
の
低
下
に
つ
い
て
は
、
一
体
何
を
以
つ
て
学
力
と
見
な
す
か
な
ど

色
々
の
間
題
も
あ
り
、
論
議
も
さ
れ
て
い
る
が
、
と
に
か
く
狡
い
意
味
の
塞
礎
的
学

力
が
低
下
し
て
い
る
事
は
他
の
面
で
実
証
可
能
で
あ
り
、
新
致
育
批
判
の
一
つ
の
中

心
を
な
し
て
い
る
と
思
う
。
致
師
の
笑
力
不
足
は
さ
て
お
く
と
し
て
も
、
致
育
内
容

に
対
す
る
疑
惑
‡
と
か
、
致
育
的
信
念
の
疑
惑
と
か
、
理
論
と
実
際
の
す
れ
を
訴
え
る

と
か
㎞
つ
た
様
な
致
育
者
旨
身
の
主
体
性
の
間
題
に
は
我
々
は
大
い
に
反
省
し
な
げ

鎚
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第二表 薪致育実施上の障碍

校長（i31） 一般男子教官 一赦女子教信 討
（976 （278） （i385）

内容 項　　’　圓
頻

固答審に
頻

圃答者に
頻 固答者に

頻
固答番に

数 対する百 数 対する百 数 対する百 数 対する百
分比 分比 分比 分比

施設の不足 55 42．0 204 20．8 50 18．O 309 22．3
施設 図書の不足 2 工．5 57 5．8 16 5．7 ？5 5．4

賓材 鱈費の不足 17 13．0 48 4．9 5 1．8 70 5．0

統　含　経　欝 3 2．3 コ 0．1 ．O O 4 0．3

実　カ　不　足 37 28．2 5与 5．6 15 5．4 ］07 7．7

時　間　不　足 4 3．1 4〕 4．2 ？ 2．5 52 3．8

教員の不足
］8 13．？ 24 2．5 j C．4 43 3．1

教育的信念の疑惑 5 3．8 17 1．7 5 1．8 27 1．9

牽育評価困難 1 O．8 16 I．6 5 1．8 22 1．6

教師 分担職務の不満 O 0 1工 1．1 2 0．7 工3 0．9

生　活　不　安 1 0．8 8 0．8 O O 9 0．7

人材の獲毎 5 3．8 3 0．3 0．4 9 O．7

致爾の再致育 2 工．5 2 0．2 0 0 4 O．3

研究心不．足 O 0 O．

1 0．4 2 0．1

そ　　の．　他 32 24．4 2C2 20．6 72 25．9 306 22．O

品性致育（撲）の低下 22 16．8 151 ！5．4 48 17．2 22 15．9

挙　力　低　下 10 7．6 98 10．0 26 9．3 134 9．7

学習意欲の不振 2 工．5 3 3．2 工O 3．6 43 3．コ

特殊鬼童の取扱困難 O 0 27 2．8 1 4．O 38 2．7

自圭性なし 2 工．5 2i 2．1 6 ・2．2 29 2．1

訓練が困難 0．8 15 1．5 5 1．8 2 1．5

生徒 生活実態の不明 0．8 8 0．8 1 0．4 10 0．7

共掌の取扱困難 0 0 3 0．3 5 1．8 8 O．6

挙級鬼童数の過多 0．8 3 O．3 2 O．7 6 O．4

校外指導の困難 1 0．8 1
0’

4 1．4 6 0．4

臨同性の不足 i O．8 0 O O 0 O．i

そ　　の　　他 1 O．8 0 0 0 0 0．

教育内容の疑惑 5 3．8 73 7．5 13 4．7 9 6．6

理諭と実際のずれ 13 9．9 49 ’5．O 9 3．2 ？ 5．1

父兄理解の不足 13 9．9 29 3．O 1 4．0 53 3．8

杜会道1徳のたいはい 5 3．8 6 0．6 0．4 12 0．9

莫の他
致科書不ヨ良 0．8 5 O．5 2 0．7 8 0．6

P⑧T⑭Aとの蓮関 1 O．8 2 0．2 O O 3 0．2

そ　　の　　他 3 2．3 13 1．3 8 2．9 24 1．7

無記入及ぴ不明 0 O 63　　6．4 0．4 64 4．7

計 265
…1

343
l1・％I

一赦女子教昌

※①

※②

」」艶一
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れ
ば
な
ら
な
い
。
致
育
す
る
者
が
動
揺
し
て
い
て
致
育
の
効
果
を
拳
げ
る
こ
と
は
絶

対
に
不
可
能
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
以
上
は
綜
合
的
に
結
果
を
考
察
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
更
に
我
々
は
之
を
校
長
、

一
般
男
子
致
官
、
一
般
女
子
致
官
に
分
類
し
て
そ
の
闇
の
差
異
の
著
し
い
も
の
を
考

察
し
て
み
よ
う
。
校
長
の
一
般
致
官
に
比
ぺ
て
比
率
の
高
い
も
の
は
、
施
設
の
不

足
セ
経
費
の
不
足
竜
実
カ
の
不
足
（
技
術
の
不
足
を
含
む
）
セ
致
員
の
不
足
セ
人
材

の
獲
得
、
理
論
と
実
際
の
す
れ
、
杜
会
遣
徳
の
た
い
ぼ
い
な
ど
で
あ
り
、
校
長
が
学

校
経
営
面
に
苦
心
し
て
い
る
こ
と
が
如
実
に
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
反
し
一
般
致

官
の
方
が
高
率
を
示
す
も
の
は
、
図
書
の
不
足
（
致
材
の
不
足
を
含
む
）
、
生
徒
の

学
力
低
下
、
生
篠
の
学
習
意
欲
の
不
振
も
特
殊
鬼
童
の
取
扱
困
難
、
致
育
内
容
の
疑

惑
な
ど
直
接
生
徒
の
指
導
に
闘
す
る
間
題
で
あ
つ
て
、
そ
こ
に
色
々
の
障
碍
を
見
出

し
て
い
る
こ
と
を
う
か
じ
う
こ
と
が
出
殊
る
。
勇
子
致
官
と
女
子
致
官
と
の
聞
に
は

格
別
の
養
異
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
経
費
の
不
足
と
致
育
丙
容
の
疑
惑
と
に
於
て
や

や
勇
子
の
方
が
関
心
が
高
く
、
品
性
致
育
（
撲
）
の
低
下
に
於
て
や
ふ
女
子
の
関
心

が
高
い
の
が
見
受
け
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。

②
喝
薪
致
育
の
効
果

　
こ
れ
ら
薪
致
脊
実
施
上
の
障
碍
に
も
拘
ら
す
、
新
致
育
の
実
施
と
共
に
現
れ
て
来

た
効
果
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
も
の
ふ
結
果
は
第
三
表
に
示
す
如
く
な
つ
た
。

　
先
す
内
容
別
に
考
察
す
る
と
、
生
活
態
度
に
関
す
る
も
の
ム
五
二
⑧
二
％
が
最
も

高
く
、
玖
い
で
学
習
に
関
す
る
も
の
ふ
四
六
⑧
八
％
で
あ
る
が
両
者
は
殆
ん
ど
差
が

な
く
、
生
徒
の
態
度
の
二
つ
の
場
的
相
異
と
み
な
し
て
よ
い
。
致
師
に
関
す
る
も
の

は
四
⑧
九
％
で
す
つ
と
低
率
を
示
し
て
い
る
◎

　
玖
い
で
こ
れ
ら
各
内
容
に
含
ま
れ
る
項
目
の
う
ち
主
要
な
も
の
を
考
察
し
て
み
る

と
、
生
徒
の
生
活
態
度
が
自
律
的
に
な
つ
た
と
一
言
う
の
が
最
も
高
く
て
、
　
一
九
⑧
O

％
、
発
表
力
の
向
上
（
討
議
の
活
濫
を
含
む
）
を
指
摘
す
る
も
の
が
一
五
⑧
五
％
で

こ
れ
に
玖
ぎ
、
後
は
や
∫
低
く
な
つ
て
、
研
究
的
態
度
の
向
上
の
九
幽
九
％
、
協
調

性
雄
会
性
の
発
達
の
九
二
％
、
積
極
性
実
践
力
の
向
上
の
七
⑧
八
％
、
明
期
化
の
六

、
○
％
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
f

・
校
長
と
一
般
致
官
と
の
聞
に
特
に
著
し
い
相
異
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
学
習
面
に

於
げ
る
個
性
の
伸
長
、
学
習
意
欲
の
増
大
、
積
極
性
実
践
力
の
向
上
に
於
て
校
長
が

殆
ん
ど
関
心
を
持
た
な
い
で
一
般
致
官
の
み
が
指
摘
し
て
い
る
ζ
と
ふ
、
こ
れ
に
反

し
て
生
徒
の
態
度
が
貞
律
的
に
な
つ
た
、
協
調
性
肚
会
性
の
発
達
、
明
期
に
な
つ
た

な
ど
に
あ
つ
て
値
校
長
の
方
が
や
∫
高
率
を
示
し
て
い
る
こ
と
ふ
が
判
る
。
前
述
の

如
く
直
接
生
徒
の
学
習
指
導
に
た
す
さ
わ
ら
な
い
校
長
と
し
て
の
職
務
上
の
影
響
が

こ
ム
に
も
現
れ
て
い
る
こ
と
は
否
定
出
来
な
い
。
男
子
致
官
と
女
子
致
官
の
間
に
僅

か
に
見
ら
れ
る
相
異
と
し
て
は
、
批
判
力
の
向
上
、
積
極
性
案
践
力
の
向
上
に
於
て

男
子
致
官
が
や
ふ
高
く
、
発
表
力
の
向
上
、
研
究
的
態
度
の
向
上
、
生
活
態
度
の
嘗

律
化
、
生
徒
の
個
性
奪
重
に
於
て
女
子
致
官
が
や
㌧
高
率
を
示
し
て
い
る
程
度
で
あ

る
。
然
し
我
々
が
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
ぼ
、
「
薪
致
育
の
効
果
が
如
何
な

る
面
に
現
れ
た
か
」
と
言
う
質
間
に
も
拘
ら
す
、
否
定
的
な
答
と
し
て
「
未
た
効
果

が
現
れ
な
い
」
と
回
答
し
た
も
の
が
全
体
に
於
て
五
⑧
五
％
あ
る
こ
と
で
、
薪
致
育

の
障
碍
に
於
て
あ
げ
ら
れ
た
致
育
内
容
の
疑
惑
と
共
に
新
致
育
が
慎
重
に
批
判
さ
れ

る
段
階
に
入
つ
て
い
る
と
解
す
る
な
ら
ば
、
よ
り
望
ま
し
い
致
育
内
容
の
確
立
の
意

味
か
ら
よ
ろ
こ
ば
し
い
現
象
と
考
え
ら
れ
る
◎
特
に
校
長
に
於
て
比
率
が
高
く
、
叉

一
般
致
官
で
は
女
子
の
方
が
高
率
を
示
し
て
い
る
。

蜘

sokyu
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管
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一波男子致偉　　（976）一 一肢女予教管　　剤　　（278）　　（1385）

1内容 項　　　目 頻
数

固
答
都
こ
対
す
る
百
分
比

頻
数

匝
締
κ
頻
1
対
す
る
百
数
策
比

回
答
者
に
対
す
る
首
分
比

頻
数

固
答
者
に
対
す
る
百
分
比

言

摩習

発
表
力
の
占
向
上
研
究
的
態
度
の
向
止
個
性
の
伸
長
挙
習
意
・
欲
暫
大
一
般
常
｛
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の
蕗
達
批
判
カ
向
上
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ビ
学
薬
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上
．
体
育
ガ
酉
・
ヅ
蕗
達
女
性
の
進
出
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向
学
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現
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科
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四
、
緒

　
新
致
育
実
施
上
の
障
碍
と
新
致
育
の
効
果
と
の
ぽ
£
相
反
す
る
二
面
の
縞
果
を
考

察
し
来
つ
た
わ
げ
で
あ
る
が
、
直
接
致
育
に
た
す
さ
わ
る
者
の
無
見
と
し
て
挙
げ
ら

れ
た
も
の
を
要
約
す
る
と
、
自
主
的
、
自
律
的
、
創
造
的
な
生
活
態
度
が
生
徒
の
身

に
つ
い
た
と
言
わ
れ
る
一
方
品
性
（
験
）
の
低
下
が
さ
け
ぼ
れ
て
い
る
。
　
（
施
設
の

不
足
は
さ
て
お
く
と
し
て
）
。
　
こ
れ
は
前
者
の
態
度
が
未
だ
表
面
的
に
し
か
身
に
つ

い
て
い
な
い
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
自
ら
の
生
活
を
従
会
的
制
約
に
從
つ

て
進
め
て
行
く
と
言
う
基
本
的
生
活
能
力
が
未
だ
し
つ
か
り
身
に
つ
い
に
い
な
い
の

だ
か
ら
、
杜
会
生
活
が
そ
こ
か
ら
崩
れ
て
行
く
危
瞼
性
を
多
分
に
持
つ
て
い
る
。
眞
．

の
目
主
、
自
律
は
地
に
つ
い
た
日
常
の
生
活
に
於
て
先
す
し
つ
げ
ら
れ
る
必
要
が
あ

ろ
う
。
教
育
は
常
に
反
省
さ
れ
づ
ふ
一
歩
一
歩
堅
実
に
前
進
し
て
行
く
こ
と
こ
そ
望
－

ま
し
い
。
品
性
致
育
の
澗
題
に
し
て
も
、
先
す
致
育
者
自
身
白
H
ら
の
人
格
を
高
め
、

確
固
た
る
致
育
的
信
念
を
持
ち
、
深
い
致
育
心
理
学
的
致
養
の
も
と
に
着
手
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

　
以
上
の
調
査
ぼ
新
致
育
の
実
態
解
明
の
為
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
回
答
は

あ
く
ま
で
も
致
育
者
の
知
見
で
あ
り
、
こ
ム
に
挙
げ
た
緒
果
は
そ
れ
ら
釦
見
の
集
計

に
す
ぎ
な
い
。
翼
の
実
態
把
握
の
爲
に
我
々
は
こ
の
質
間
紙
法
に
よ
る
欠
階
を
補
う

他
の
方
法
に
よ
り
更
に
研
究
を
進
め
て
行
く
つ
も
り
で
あ
る
。
叉
本
調
査
に
し
て
も

地
域
別
の
考
察
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
ま
で
着
手
し
得
す
、
軍

な
る
概
括
的
結
果
の
報
皆
に
止
つ
た
事
を
置
憾
に
思
つ
て
い
る
。

　
最
後
に
本
調
査
実
施
に
あ
た
つ
て
は
各
方
面
の
御
協
力
を
い
た
じ
い
た
が
、
就
中

致
育
騒
の
各
支
局
に
は
御
多
忙
中
を
用
紙
の
配
布
及
び
圓
牧
に
縄
大
な
る
援
助
を
い

た
じ
い
た
。
こ
ム
に
深
く
謝
意
を
表
す
る
弐
第
で
あ
る
。
な
お
結
果
の
整
理
に
際
し

て
は
、
研
究
室
の
学
生
講
君
の
協
力
を
得
た
ご
と
を
併
記
し
て
感
謝
の
意
と
し
た

い
。謹

※
①
教
師
「
そ
の
他
」
に
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
ガ
イ
ダ
ソ
ス
、
個
別
指
導
、
個
人
差
な

　
　
　
　
ど
致
育
指
導
上
の
幾
多
の
間
題
が
漠
然
と
合
雲
れ
た
た
め
、
比
牽
が
高
く
な
つ
た
。

　
※
②
こ
よ
に
併
せ
て
報
皆
す
る
余
裕
を
持
ち
得
な
か
つ
た
が
、
新
致
育
に
関
す
る
一
蓮
の

　
　
　
　
間
題
中
、
第
三
の
「
新
教
育
の
弊
害
の
間
題
」
に
於
て
も
、
主
要
な
も
の
と
し
て
、

　
　
　
　
　
放
維
に
な
り
繰
序
が
な
く
な
つ
た
…
…
…
…
四
四
⑧
七
％

　
　
　
　
　
基
礎
的
掌
カ
の
不
足
…
…
；
か
…
…
一
・
…
…
…
．
ニ
コ
丁
五
％

　
　
　
　
　
口
先
ぼ
か
切
で
実
行
力
な
し
…
ポ
葦
…
…
…
；
・
六
⑧
八
％

　
　
　
　
　
体
系
の
な
い
浅
薄
な
知
識
…
…
…
…
…
…
…
…
五
爾
O
％

　
　
　
　
が
あ
げ
ら
牝
た
。
撲
や
学
力
の
間
題
が
や
は
切
彊
く
指
摘
さ
牝
て
い
る
、

sokyu
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